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企業の人権ベンチマーキング 



• 2002年に設立、国際人権NGO 

 
• ロンドンに本部、ニューヨークに支部、14ヶ国に現地代表 

  2014年6月に初めて日本に現地代表） 

 
• 民間企業による人権遵守を推進、 

  リソースセンターというギャップに対応 

 
• 企業からの回答（レスポンス）を求める 









世界から見た、 

東京オリンピック！ 

• カネがすべての日本人 

 
• カネで全てが買えると思ってい
る 

 
• カネさえ稼げればいいと考えて
おり、人権などは顧みない 





ノー・ザ・チェイン Know the Chain 

 
特に強制労働や人身取引に関する企業の取り
組みを評価 

 
人権方針、サプライチェーンに関する取り組
みなどの指標を開発 

 
今年、ICTセクターの20社（含む日本企業4

社：欧米勢以外は韓国2社、中国1社）に情報
提供を求める 

 
評価が近日中に公開：日本の企業のランキン
グはどん底 
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国際的な流れ： 

➡ 数︎値で「見える化」 



Aviva Investors : 英アセットマネージメント大手。運
用資産はGBP267b（4兆3200億円）ほど 。 

 
Calvert Investments : 米、特に社会的責任投資の運用
会社の大手。運用資産はUSD12.6 b （1兆3800億円）ほ
ど。 

 
VBDO：オランダ持続可能投資家協会。Eurosif（ヨー
ロッパ持続可能投資家協会）とも緊密な関係。 

 
Vigeo Elris：ヨーロッパの社会的責任投資家向け、ESG

リサーチ王手（本部は英） 

 
Institute for Human Rights and Business：ビジネスと
人権のシンクタンク（本部は英） 

 
Business and Human Rights Resource Centre：ビジ
ネスと人権に関する情報を蓄積する国際人権NGO。 
 

 

CHRB執行団体： 



企業が提供した
資料及び公開情
報がメイン 

資料を見るのは
Vigeo Eirisの研

究員 

最終評価は執行
委員会（全団

体） 

企業と確認作業
を繰り返しなが
ら進める 



一番の目的： 

 
Race to the bottom（底辺への競争） 

（労働権や環境保護など、競って低い基準へと向かう） 

 
でなく 

Behind the Brands

：オックスファム
が2013年より食品
会社のランキング
を公表（労働権や
環境保護など） 

 

Race to the top! 
（ランキングを意識し、高い評価をむしろ 

ブランド力として認める） 



侵害自体よりは、
発覚した時の企
業の態度を評価 

重大な人権侵害のみ
が対象：侵害の報告
がなければ満点 

サプライヤーに求めれば加点 



飽くまで「ラギー原則」がベース： 

負の影響の軽減に向けていかに努力しているか 

 
＝いわゆるCSRは評価の対象にならない 

 

 









ここをク
リック！ 









ありがとうございました。 


